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く 4つのタイプに分類することができる。4つのタイプを図 1に示す。なお、これらの 4つの
タイプには以下のような特徴がある。 
 ① タイプ A(成長志向努力型: 堅実型) 
 自己成長傾向が高く、自己統制力も強い傾向で、自己信頼感を持ち、意欲が充実して
おり、健康で前向きな気持ちの状態であると考えられる。 




 ③ タイプ C(成長志向楽観型: タナボタ型) 
 自己成長傾向は高く、自己統制力が弱い傾向で、十分な自信や主体性はないが義務感
や建前で努力している状態で過剰適応になりやすい傾向が見られる。 




















図 1 目標達成意欲度診断の 4タイプ 
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表 1 キャリアスタイル診断質問項目 
No 質問項目 
 1 任せられた課題や仕事は、責任を持って達成するようにいつも努力している。 
 2 課題を解決する場合は、新しい視点に立って物事を展開するのが苦手なほうだ。 
 3 グループで遊びに行くときなどは、協力し合って行動するほうだ。 
 4 常に今の環境よりも良くしたいと考え、新しいことに挑戦することが好きだ。 
 5 映画などを観ていて、感動することが多いほうだ。 
 6 課外活動するなら運動系よりも文化系のほうが向いていると思う。 
 7 物事の判断を求められたときなどに、自分の直感や決断に自信が持てないことがある。 
 8 組織の中で幅広い知識やスキルを身につけながら積み上げていくほうが向いていると思う。 
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表 2 キャリアスタイル診断の集計表 
 A B C D E F G H 
資質 組織的 規律 
尊重的 協調的 挑戦的 関係的 行動的 
リーダー 
的 専門的 
質問 No 1 2 11 ４ 5 22 23 24 
質問 No 9 10 3 12 13 30 31 32 
合計         
   






安定的 非関係的 思考的 
メンバー 
的 一般的 
質問 No 17 18 19 20 21 6 7 8 
質問 No 25 26 27 28 29 14 15 16 

















図 2 キャリアスタイル診断のレーダーチャート 
 
表 3 各資質の説明 
資質 説     明 
A 組織的 グループや仕事などにおいて責任感、努力感の強弱を診断する。 





E 関係的 感受性やモチベーションに対する意識が高いかどうかを診断する。 
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G リーダー的 周りを引っ張っていく行動力や部下・後輩などを指導していくリーダーとしての
行動力があるかどうかを診断する。 






J 創意・創造的 新しいことを考えたり工夫したりすることが得意かどうかを診断する。 
K 独立的 自分の信念や価値観を持ち、自分のライフプランなどを考えることができるかど
うかを診断する。 
L 保守・安定的 環境の安定性と自分の地位・経験を尊重するかどうかを診断する。 













































































年度に入学した S 大学のキャリア教育を受講した学生 242 名を対象に｢目標達成意欲度診断｣
を実施した。そのうち特徴が明確に表れている 4つのタイプの回答者 162名を抽出した。抽出
方法は、特徴が顕著に表れていない回答者を省く形で行った。つまり、自己教育性・成長性の
軸と自己統制感の軸のそれぞれの値が 41～59 点の範囲(4 つの領域を分ける線上とそれに隣接
する領域)に該当するデータを除いた。集計結果を表 6に示す。 
  
表 6 目標達成意欲度診断の単純集計 
 タイプ A タイプ B タイプ C タイプ D 全タイプ その他 合計 
件数 81 15 38 28 162 80 242 












を行い、その検定結果を表 8・表 9に示す。なお、表 8・表 9の数値は t値であり、｢*｣は有意
差を表している。 
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(75名) 6.9 6.7 7.7 7.9 8.0 7.4 7.0 6.9 7.0 6.6 7.2 7.9 5.3 5.9 6.2 7.8 
B 
(15名) 7.2 6.7 6.7 6.5 7.1 6.3 5.5 6.5 7.1 5.7 5.9 7.5 5.6 6.6 7.9 7.0 
C 
(35名) 6.7 6.5 7.3 7.5 8.0 7.7 6.7 7.0 7.6 6.5 6.7 8.1 4.9 5.5 6.4 7.7 
D 
(28名) 5.8 6.7 7.1 6.3 7.2 6.5 5.5 6.2 8.4 5.0 5.8 8.0 5.5 7.3 8.2 7.4 
 
表 8 4つのタイプと各資質との t検定結果(No.1) 
組織的 A B C D プライベート的 A B C D 
A    ** A    ** 
B 0.782   ** B 0.206   * 
C 0.558 1.116  ** C 1.593 0.823   
D 4.361 3.890 2.995  D 3.774 2.470 1.842  
規律尊重的 A B C D 創意・創造的 A B C D 
A     A    ** 
B 0.027    B 1.523    
C 0.413 0.289   C 0.196 1.149  * 
D 0.068 0.021 0.418  D 3.320 0.936 2.524  
協調的 A B C D 独立的 A B C D 
A     A  *  ** 
B 1.819    B 2.223    
C 0.927 1.030   C 0.966 1.226   
D 1.395 0.684 2.249  D 3.218 0.317 1.828  
挑戦的 A B C D 保守・安定的 A B C D 
A  **  ** A     
B 2.795    B 0.702    
C 1.089 1.732  * C 0.440 1.113   
D 3.247 0.398 2.325  D 0.268 1.046 0.145  
(*: 5%有意、**: 1%有意) 
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         表 9 4つのタイプと各資質項目との t検定結果(No.2) 
関係的 A B C D 非関係的 A B C D 
A     A     
B 1.728    B 0.580    
C 0.040 1.523   C 0.949 1.127   
D 1.924 0.174 1.614  D 0.499 0.152 1.165  
行動的 A B C D 思考的 A B C D 
A     A    ** 
B 1.636  *  B 1.198    
C 0.642 2.018  * C 1.123 1.663  ** 
D 1.682 0.284 2.071  D 3.235 1.128 3.436  
リーダー的 A B C D メンバー的 A B C D 
A  **  ** A  **  ** 
B 2.705    B 3.978  **  
C 0.545 1.797  * C 0.492 2.934  ** 
D 3.544 0.005 2.428  D 4.141 0.422 3.271  
専門的 A B C D 一般的 A B C D 
A     A     
B 0.842    B 1.529    
C 0.165 0.867   C 0.215 1.322   
D 1.664 0.448 1.500  D 0.981 0.728 0.731  
(*: 5%有意、**: 1%有意) 
 
3.2 タイプ毎の比較 
 タイプ毎の比較として、(1)タイプ Aとタイプ C、(2)タイプ Bとタイプ D、(3)タイプ A と
タイプ B、(4)タイプ Cとタイプ Dの比較を行う。さらに、(5)タイプ Aの対極にあるタイプ D
と(6)タイプ Bの対極にあるタイプ Cの比較結果を次に示す。 
 
(1) タイプ Aとタイプ Cの比較 
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のタイプの資質項目を記載している。レーダーチャートから、キャリアスタイル診断における
タイプ Aとタイプ Cの形状はほとんど違いが見られない。t検定を行った結果からも各質問に





















図 3 タイプ Aとタイプ Cの比較 
 
 
(2) タイプ Bとタイプ Dの比較 




の項目について有意差が認められた(表 8・表 9参照)。｢組織的｣については、タイプ Dよりも
タイプ Bの方が値が高く、｢プライベート的｣については、タイプ Bよりもタイプ Dの方が値が
高くなっている。タイプ Bは無目的努力型であり、タイプ Dは無目的楽観型である。これらの
ことから、目標達成意欲度診断の自己教育性・成長性が 40点より低く(タイプ Bとタイプ D)、





















































図 4 タイプ Bとタイプ Dの比較 
 
 
(3) タイプ Aとタイプ Bの比較 




と｢挑戦的｣の項目について有意差が認められた(表 8・表 9 参照)。｢メンバー的｣については、
タイプ Aよりもタイプ Bの値が高く、｢リーダー的｣、そして｢独立的｣と｢挑戦的｣については、
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図 5 タイプ Aとタイプ Bの比較 
 
 
(4) タイプ Cとタイプ Dの比較 





表 9参照)。｢思考的｣と｢メンバー的｣については、タイプ Cよりもタイプ Dの方の値が高く、｢組
織的｣、｢創意・創造的｣、｢挑戦的｣、｢行動的｣、｢リーダー的｣については、タイプ D よりもタ




























































図 6 タイプ Cとタイプ Dの比較 
 
 
(5) タイプ Aとタイプ Dの比較 
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図 7 タイプ Aとタイプ Dの比較 
 
 
(6) タイプ Bとタイプ Cの比較 




ついて有意差が認められた(表 8・表 9参照)。｢メンバー的｣については、タイプ Cよりもタイ
プ Bの値が高く、｢行動的｣については、タイプ Bよりもタイプ Cの方の値が高くなっている。










































































表 10 目標達成意欲度診断の 4つのタイプとキャリアスタイル診断の資質との関連性 
タイプ キャリアスタイル診断の資質 特徴 
A 成長志向努力型 ｢組織的｣ ｢独立的｣ ｢挑戦的｣ ｢創意・創造的｣ 
｢リーダー的｣ 
意欲的でリーダーシップ発揮 
B 無目的努力型 ｢組織的｣ ｢メンバー的｣ ｢大樹に寄らば｣ 傾向あり 
C 成長志向楽観型 (特徴ある項目不明) 特徴が見いだせず 
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 今回の比較において、タイプ Aとタイプ C(図 3)、タイプ Bとタイプ D(図 4)の比較につい
ては大きな差異は見られなかった。特に自己教育性・成長性が高いタイプ Aとタイプ Cに関し
ては、t検定の結果からも有意差は見られていない。これに対して、タイプ Aとタイプ B(図 5)、


























 今回は S大学の 1年生を対象として調査だが、今後は他大学や社会人などにも調査対象を広
げていき、新たなキャリア支援授業展開にも考慮していきたい。 
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